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村のようす
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(54年 6月 1日現在〉 ‘ 
‘ . 

世帯数 1，483戸(-2) 
人口 7，324人(+ 16) : 

男 3，629人(+8)‘ 
女二 3，695人(+8) 

蒜生チームへ優勝トロフェーの授与島h

ーーー一一A

公
民
館
主
催
に
よ
る
第
十
回
村
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
十
五
回
家
庭
バ

レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
、
去
る
六
月
二
十

四
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
々
庭
、
泉
中

学
校
々
庭
〈
ソ
フ
ト
ボ
ド
ル
〉
、
そ
れ

に
玉
川
村
体
育
館

〈
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
〉
で
、
一
二
百
人
の
選
手
、
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
り

に
恵
れ
、
炎
天
下
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
、
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
客
か

ら
熱
の
こ
も
っ
た
声
援
が
お
く
ら
れ

選
手
も
、

も
て
る
カ
を
十

分

発

揮

し

随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
好
試
合

が
続
き
、
そ
の
結
果
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

蒜
生
チ
l
ム

、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

南
須
釜
チ

1
ム
と
も
三
年
連
続
の
輝
か

し
い
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
家
庭
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
の
優
勝
、
準
優
勝
チ

i
ム
は

七
月
十
五
日
、
石
川
町
で
行
わ
れ
る
県

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
石
川
地
方
大
会
に
出

場
い
た
し
ま
す
。

選
手
諸
君
の
善
戦
健
闘
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

大
会
成
績

O
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A 南須釜チームへ優勝旗の授与

優

勝
準
優
勝
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万費円の百減十も百千
同百、主万、ーの二円今
、人民な円財万は十を回

予十生も、産円歳ー追の
備 万 費 の 諸収、入万加補
費 円 九は収入県で三し正
十、十、入三支、千、額

六 教 二 総 八百出国円総は
万育万 務 万万金 庫 と額一
四費四 費 四円十支な十千
千七千七千、八出つ一三
円百円 τ 円繰万金 'た億十

言 、ノJ 、越一二、七一

十土五歳蚕千百主千万
五木千J 出五周回な王三

六
月
定
例
議
会
は
六
月
十

八
日
招
集
さ
れ
、
三
日
間
の

会
期
で
行
な
わ
れ
、
一
般
質

問
に
続
い
て
提
出
議
案
四

件
、
慎
重
審
議
原
案
通
り
可

決
い
た
し
ま
し
た
、
議
決
さ

れ
た
主
な
りも
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

昭和54年 7月1日

。
玉
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

部
改
正
に
つ
い
て

No. 155 
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正な年の
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算まり孟ζ; 
にす十十
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国民年金制度が

た1
レ改正されま

修
正

。
国
年
法
リ改
正
案
を
一
部

老
齢
福
祉
年
金
が
こ
の
八
月
か
ら

月
額
二
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す。
老
齢
福
祉
年
金
は
、
五
十
四
年
度

政
府
予
算
案
に
よ
る
と
、
現
在
の
一

万
六
千
五
百
円
か
ら
千
五
百
円
引
上

げ
ら
れ
て
、
月
額
一
万
八
千
円
と
な

る
公
算
で
し
た
が
、
予
算
案
を
め
ぐ

る
与
野
党
の
折
衝
の
結
果
、
二
万
円

と
す
る
こ
と
で
合
意
、
「
国
民
年
金

法
等
改
正
案
」
を
一
部
修
正
さ
れ

国
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
結
果
い
老
齢
福
祉
年
金
が
八

月
か
ら
月
額
二
万
円
に
、

一他
一均
一
福
祉
年

金
志
表
一'の
を

お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
す
o

G
E祇
年
金
主
ιキ
向
上
積

み

i
八
月
か
ら

i

福
祉
年
金
の
引
上
げ
と
関
連
じ
て

八
月
か
ら
五
年
年
金
が
月
額
二
万
百
八

円
に
間
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
年
年
金
は
七
月
か
ら
物

価
ス
フ
イ
ド
制
に
よ
っ
て
月
額
一
万
八

千
百
久
J

円
に
引
半
げ
ら
れ
ま
・ーす
が
、
八

月
に
な
る
と
老
齢
福
祉
年
σ

金
の
方
が

五
年
年
金
を
土
ま
わ
る
た
め
、
五
年
年

金
に
二
一品川
町

rby議
ぷ
じ
て
逆
転
現
象

を
防
い
だ
も
の
で
す
。

。
修
正
箇
所
以
外
は
政
府
原

案
ど
お
り
可
決

今
度
の
「
潤
民
年
金

法

改

正

案
」

は
、
①
福
祉
年
金
の
引
上
げ
、
②
五
年

引上げられる年金額〈月額〉

23，925円→ 24，742円

17，508円→ 18，108円

18，108円→ 20，108円)

37，925円→ 39，225円

年
金
の
引
上
げ
の
二
点
に
つ
い
て
は
一

部
修
正
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
改
正
点
は

政
府
原
案
い
と
お
り
可
制
m，さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
改
正
点
J

は
，つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
o
f

-
拠
出
年
金

物
価
ス
ラ
イ
ド
を
今
年
度
に
限
り
五

%
以
下
で
も
、
特
例
的
に
行
う
(
七
月

か
ら
三
・
四
%
)

-
福
祉
年
金

付
所
得
制
限
の
緩
和

①
受
給
者
本
人
め
場
合

百
五
十
万
二
千
円
か
ら
百
五
十
八

万
円

、一

②
夫
婦
二
人
の
場
合

二
百
万
二
千
円
か
ら
二
百
八
万
円

③
扶
養
義
務
者
の
場
合

八
百
七
十
六
万
円
(
す
え
お
き
)

。
公
的
年
金
と
の
一
併
給
制
限
の
緩
和

(
八
月
よ
り
〉

三
十
七
万
円
か
ら
四
十
一
万
円

48，133円→ 49，792円

38，508円→ 39，833円

38，508円→ 39，833円

o福祉年金(8月から引上げ)

老齢福祉年金 16，500円→ 20，000円

障害福祉年金(1級) 24，800円→ 30，000円

(2級) 16，500円→ 20，000円

母子・準母子福祉年金 21，500円→ 26，000円

交差
通軽
事に

故 A 向4曳仰
の rn判き~"'
相[域主将;
ilitC r;r ~ 
WJ{ ~ 

を

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は

「
自
動
車
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
交
通
事
故
に
よ
る
自
賠
(
強
制
)
任

意
を
関
わ
ず
、
自
動
車
保
険
の
請
求
手

続
き
や
、
交
通
事
故
の
解
決
方
法
等
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
相
談
セ
ン
タ
ー
委
嘱
の
弁
護

士
が
毎
週
木
曜
日
に
複
雑
な
法
律
上
の

ご
相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
一
切
無
料
で
す
か
ら
ご
遠
慮

な
く
ご
利
用
下
さ
い
。

。
開

ま嘉

所

0拠出年金(7月から引上げ)

老齢年金

10年年金

5年年金

※(  8月から

お年年金

撞害年金

( 1級)

( 2級)

母子・準母子・遺児年金

吾.}l.

員又

福
島
市
大
町
七
!
こ
五

(
七
十
七
ピ
ル
五
階
)

自
動
車
保
険
料
率
算
定
会

(
福
島
調
査
事
務
所
内
)

福
島
自
動
車
保
険
誇
求
相
談
セ
ン
タ

電
話
、
福
島

(
O二
四
五
)
ニ
コ
マ
l

三
四
七
一

直
通
、
福
島
〈

O
二
四
五
)
二
一

l

一
二
九
五

。
相

時

問

談

九
時
一
ニ

O
分
J
一
六
時
一
ニ

O
分

土
曜
日
九
時
三

O
分
J
二
一
時

。
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
限
目
、
一
三
時
J
一

六
時

但
し
、
木
曜
日
が
休
日
に
あ

た
る
場
合
は
金
曜
日

平

日



県
民
総
ぐ
る
み
運
動
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円
守

ii
 

H
ド

i1ヶ月7 月 20B~8月 20 日までの

めペ
付
/

保
冷
}

お
九ヒハ

る
り

ピ
山
~

思
想
の
周
知
徹
底
を
国
り
、
正
し
い
交

通
ル

I
ル
を
習
慣
づ
け
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
の
運
動
を

県
民
が
全
員
参
加
し
て
強
力
に
推
進
す

る
も
の
で
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
運
動
期
間

七
月
二
十
一
日
〈
土
〉
よ
り
八
月

十
日
〈
月
)
ま
で
の
一
ヶ
月
間

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

吋
出
発
を
阜
め
て

ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
』

。
運
動
の
重
点

A
過
労
〈
い
ね
む
り
)
無
謀
運
転
の

防
止

一
、
過
労
運
転
を
防
止
す
る
た
め
に
十

分
な
休
養
、
無
理
の
な
い
運
転
計

画
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
な
ど
を
家

庭
、
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す

る。

二
、
全
県
民
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

運
動
を
推
進
す
る
。

三
、
速
度
違
反
、
飲
酒
運
転
、
信
号
無

視
、
危
け
ん
な
追
越
な
ど
無
謀
運
転

の
取
締
り
を
強
化
す
る
。

。
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

一
、
学
校
及
び
家
庭
(
母
親
〉
が
中
心

と
な
り
日
常
の
交
通
安
全
の
し
つ

け
、
特
に
、
と
び
だ
し
、
車
の
直
前

寵
従
の
横
断
等
の
防
止
と
自
転
車
の

安
全
な
の
り
方
を
指
導
す
る
。

二
、
夏
休
み
中
、
こ
ど
も
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
を
確
保
す
る
。

一
ニ
、
「
老
人
交
通
安
全
大
学
」
を
積
極

的
に
開
催
す
る
。

。シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

一
、
高
速
道
路
で
は
必
ら
ず
着
用
す

る。

二
、
一
般
道
路
で
も
つ
と
め
て
着
用
す

る。

2 、
議、、、
ー

、、、
司、、、• 、
言、
ミ

ー

、• 、、、
車

種、
e 、
官、
司

‘ 
、• 、
官、
有
司

-h 、
『

言、
司

‘ 達、
官、、、
司

3 、
司、、、
ー

、
通、
司、、、
‘ 、
耳、
考、、、
‘ 
、
司、
司、、、
‘ 、
王、
亀
有、
司、、、
ミ

ー

、

‘ 、
司、
h 

-
、
喝、、、
ミ

ー• 、
司、、
‘ i 、
喝、、、
‘ i 、
唱、、、

第
三
十
一
回
県
消
防
協
会
石
川
支
部

主
催
に
よ
る
消
防
幹
部
大
会
は
、
去
る

六
月
十
四
日
午
前
九
時
よ
り
、
石
川
町

体
育
館
で
管
内
名
消
防
団
幹
部
約
一
一
一
百

人
が
出
席
渡
辺
格
支
部
長
の
式
辞
に
は

じ
ま
り
、
永
年
勤
続
功
労
者
な
ど
に
表

彰
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
来
賓
を
代
表

し
て
大
野
雅
人
県
議
な
ど
か
ら
、
消
防

の
使
命
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
る
、
平

素
の
訓
練
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
に
、
充
分
健
康
に
留

意
さ
れ
頑
張
っ
て
下
さ
い
と
激
励
の
言

葉
が
の
べ
ら
れ
、
直
ち
に
協
議
に
入
り

玉
川
村
消
防
団
提
出
の
「
火
災
発
生
時

に
お
け
る
交
通
整
理
に
つ
い
て
」
〈
説

3 

こ
の
運
動
は
、
夏
に
多
い
過
労
運
転

の
防
止
と
、
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
、
夏
休
み
中
の
子
供
の
事
故
か
ら
学

る
た
め
県
民
総
ぐ
る
み
で
、
交
通
安
全

明
者
、
境
田
孝
意
問
問
団
長
〉
外
一
一
一
件
を

採
択
し
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

尚
、
木
村
関
係
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

功
績
章

副
団
長

境
田
孝
意

@
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長
表
彰

優
良
分
間

士一
μ

分

間

命
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章

藤
田
金
二

回

長

命
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良

"団
員

分

"団
長

大小白 大
竹針沢竹

11 

I! 

11 

I! 

小

林

茂

夫

小

原

金

久

佐
久
間
安
直

矢

部

金

寿

真

弓

喜

義

関

根

弘

志

塩

沢

義

徳

塩
田
征
二
郎

太

田

竹

雄

@
優
良
婦
人
消
防
隊
表
彰

" 

I! 

" 

I! 

I! 

I! 

;7]( 

11 年 "
勤
続副
団分
員 11 団 H

長

I! I! I! 

幸松俊
隆吉雄 夫

壬
川
村
婦
人
消
防
隊
四
辻
区
隊

@
一
般
消
防
協
力
者
感
謝
状

森

清

重

〈

士

口

)

〈
消
防
施
設
整
備
資
金
寄
附
者
)

〔一口医学〕

指先の骨折

明
る
い
日
ざ
し
の
下
、
野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
の

シ
i
ズ

γ
で
す
。
こ
ん
な
と
き
お
こ

し
や
す
い
の
が
つ
き
指
。
ボ
ー
ル
を

受
け
そ
こ
な
っ
た
と
き
、
と
く
に
伸

ば
し
た
指
先
に
投
げ
ら
れ
た
ボ
ー
ル

が
当
た
っ
た
と
き
お
こ
る
こ
と
が
多

い
。
軽
い
場
合
は
、
け
が
を
し
た
直

後
、
指
を
軽
く
引
っ
ぱ
っ
て
伸
ば
し

て
お
き
、
次
に
指
の
安
静
と
冷
湿
布

な
ど
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
お
り

ま
す
が
、
意
外
に
指
の
骨
の
骨
折
、
を

お
こ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
要

注
意
。指

は
非
常
に
徴
妙
な
運
動
を
要
求

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
骨
折
に
気
づ
か

ず
放
っ
て
お
く
と
、
指
の
伸
び
が
悪

く
な
っ
て
、
見
た
日
も
悪
く
、
使
い

に
く
い
指
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

っ
き
指
を
し
た
と
き
、
で
き
れ
ば

た
だ
ち
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
確

か
め
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
す
が

二
、
三
日
冷
湿
布
と
安
静
で
様
子
を

見
て
、
痛
み
が
軽
く
な
ら
な
い
場
人
け

や
、
指
の
関
節
が
十
分
動
か
せ
な
い

状
態
な
ら
、
精
密
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
手
当
が
遅
れ
る
と
あ
と
で

処
置
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
や
す

い
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。



4 

わ
が
国
の
青
少
年
の
非
行
は
、
こ
こ

数
年
ふ
え
続
け
、
昨
年
は
、
凶
悪
犯
一
子

窃
盗
犯
な
ど
ミ
刑
犯
少
年
ミ
が
戦
後
最
高

を
記
録
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
が
、
七
月
一
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

少
年
が
非
行
に
走
る
原
困
や
、
動
機

は
身
近
か
な
家
庭
か
ら
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
中
に
刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
た
青

少
年
は
、
二
三
ハ
、
入

O
一
人
と
。
前

の
年
よ
り
も
一
五
%
も
増
え
て
お
り
ま

す
。

非
行
の
種
類
は
、
万
引
き
、
窃
盗
な

ど
大
半
を
占
め
て
居
り
、
ま
た
シ
ン
ナ

ー
遊
び
な
ど
、
昨
年
は
シ
ン
ナ
ー
の
乱

用
を
し
て
い
た
少
年
は
、
一
ニ
九
、
六
一

五
人
を
数
え
ま
し
た
。

自
殺
、
事
故
死
、
精
神
障
害
、
非
行

・
:
:
と
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
の
弊
害
は
大

き
く
、
常
習
者
に
な
る
と
大
変
お
そ
ろ

し
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
家
出
青
年
は
詐
年
は
前
年
よ

り
五
・
四
%
増
加
し
て
、
五
人
、
一
ニ
七

五
人
が
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

家
出
少
年
に
は
、
非
行
に
走
っ
た

り
、
被
害
に
か
か
っ
た
り
、
転
落
コ
ー

ス
を
辿
り
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
も
時
々
子

供
を
観
察
し
、
大
切
な
子
供
が
非
行
に

走
ら
な
い
よ
う
に
、

H

き
び
し
さ
η

の

な
か
に
も

ρ
や
さ
し
さ
H

を
も
っ
て
身

心
共
に
明
る
い
子
供
た
ち
を
育
て
た
い

も
の
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
非
行
防

止
の
ポ
イ
ン
ト

ー
子
供
を
放
任
し
な
い
。

親
と
し
て
子
供
を
育
て
る
自
覚

4
乞
。

2
親
子
の
対
話
を
忘
れ
ず
、
子
供
へ

の
理
解
を
0

3
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

せ
る
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

生
活
の
基
本
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
。

4
ニ
つ
叱
っ
た
ら
一
ニ
つ
ほ
め
る
心
が

け
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も

は
げ
ま
し
と
援
さ
を
、

5
ポ
ル
ノ
雑
誌
等
を
家
庭
に
も
ち
込

ま
な
い
よ
う
に
、

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
い
方
向

に。悩
み
や
、

不
満
を
も
っ

ヤ
ン
ゲ
は
い
ま
せ
ん
か

0

子
供
の
こ
と
で
、
ご
心
配
の
お
母
さ

ん
は
い
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り
だ
け
で

悩
ま
ず
、
お
近
か
く
の
警
察
へ
ど
う

ぞ
。
少
年
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま

、す。

回
一
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
大
会

2
一

館山一

玉
川
支
部
予
選
会

第
二
回
石
川
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

長
杯
玉
川
支
部
予
選
会
は
、
去
る
六
月

十
日
ハ
日
〉
午
前
八
時
か
ら
須
釜
小
学

校
三
路
で
関
ら
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
来
る
七
月
二
十
二
日

古
駿
町
綜
合
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る

郡
大
会
の
代
表
二
チ

i
ム
を
決
め
る
も

の
で
、
各
部
落
か
ら
十
フ
ァ
ー
ム
が
参

一
、
一
芝
回
国
川
川
辺
チ

i
ム

ι
1
4
ぎ
じ
中
央
チ

i
ム

加
し
て
行
な
わ
れ
、
終
始
熱
戦
を
展
開

随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
攻
守
に

ま
さ
る
川
辺
愛
好
会
チ

i
ム
が
二
年
連

法
代
表
権
を
獲
得
、
新
鋭
中
央
愛
好
会

ハ
尖
ヰ
〉
チ
!
ム
が
善
戦
健
闘
し
初
の

代
表
権
を
得
ま
し
た
。

雨
チ

i
ム
の
郡
大
会
で
の
活
躍
を
期

待
し
、
声
援
を
お
く
り
た
い
も
の
で

す
。

大
会
成
績
次
の
と
お
り

一
回
戦

竜

崎

9
1
8

川

辺

げ

1
9

岩
法
寺

0
!
3

だ
る
ま
会

1
i
;

二
回
戦

岩
法
寺

7
1
7

(
抽
せ
ん
勝
〉

中

央

日

J

3

代
表
決
定
戦

川

辺

日

J
4

北朝日
須
釜作

レ
ー
ク
サ
イ
ド

ニ泊三

巴

崎

南

稽

中

央

岩
法
寺

岩
法
寺

だ
る
ま
会

〈
延
長
八
四
)

日

1
5

第
三
回
協
会
長
杯
野
球
大
会

泉
郷
ク
ラ
プ
に
栄
冠

玉
川
村
野
球
協
会
(
会
長
仁
井
田
仁

一
)
で
は
、
今
年
度
十
四
チ

i
ム
の
登

録
が
あ
り
、
こ
の
度
野
球
審
判
技
術
講

習
会
を
開
催
し
、
第
三
回
協
会
長
杯
大

会
を
須
釜
小
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
行
い

泉
郷
グ
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

成
讃
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦

泉
郷
ク
ラ
ブ

フ
ァ
イ
タ

l

スス
ズ
キ
シ
ャ

ツ中

根

精

工

n
u
i
-
-
n
v
 

青
葉
ク
ラ
ブ

口
δ
3
1
1
1
1
h

東

)J¥ 

精
:仁

2 

0 

須
釜
ク
ラ
ブ

二
回
戦

泉
郷
グ
ラ
ブ

玉
川
ク
ラ
ブ

っd
z
i
'
n
v

奥

野

電

気

7
1
1
0
 
大
寺
グ
ラ
ブ

青
葉
ク
ラ
ブ

ピ
ッ
ク
イ

i

グ
ル
ズ

ド
リ
ン
カ

i

ズ

n
i
s
i
a可
i

東

京

精

工

。dz
i
a
q
G

須
釜
ク
ラ
ブ

Q
U
i
-
-ょ

準
決
勝

泉
郷
グ
ラ
ブ

須
釜
ク
ラ
ソ
フ

決

勝

泉
郷
グ
ラ
ブ

5
1
4

須
釜
グ
ラ
ブ

本
協
会
で
は
、
村
民
の
野
球
技
術

知
識
の
向
上
に
努
め
る
た
め
、
チ
ー
ム

の
登
録
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

(
事
務
局
役
場

1
7
1
0
 
玉
川
ク
ラ
ブ

東

京

精

工

同

h
u
l
l
τ
i

石
森
〉

防
犯
灯
寄
贈

古
電
柱
も
無
償
払
下
げ

東
北
電
力
石
川
営
業
所
(
所
長
本
多

秀
雄
〉
よ
り
防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た。
東
北
電
力
で
は
青
少
年
の
非
行
、
犯

罪
の
防
止
に
役
立
て
ふ
下
さ
い
と
、
毎

年
春
、
秋
二
田
、
二
灯
づ
っ
寄
贈
し
て

居
る
も
の
で
、
防
犯
協
会
、
地
区
民
か

ら
感
謝
さ
れ
て
居
る
0

・
ま
た
、
老
朽
し

た
防
犯
灯
柱
の
修
理
用
と
し
て
古
電
柱

の
無
償
払
下
げ
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
居
り
居
り
、
関
係
者
一
向
そ
の
好

意
に
報
え
る
た
め
、
今
後
防
犯
活
動
に

尚
一
一
躍
努
力
し
よ
う
と
誓
っ
て
居
る
。

今
回
寄
贈
さ
れ
だ
防
犯
灯
は
、
竜
崎

乙
字
ケ
滝
、
滝
見
不
動
地
内
と
山
小
雇

聖
人
堂
地
内
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。



私
た
ち
が
健
践
で
快
適
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は

社
会
福
祉
を
充
実
し
た
り
、
住
宅
や
道

路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振
興
を
図

る
な
ど
…
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費
用
は

そ
の
社
会
を
構
成
し
て
い
る
私
た
ち
み

ん
な
が
分
担
し
、
出
し
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
社
会
共

通
の
経
費
H

税
金
H

で
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
締
め
る
税
金
千

円
、
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か

昭
和
五
十
四
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予

算
で
説
明
し
ま
す
と
、

。
私
た
ち
の
龍
康
や
生
活
を
守
る
た

め

に

二

百

一

一

一

十

七

円

。
住
宅
や
道
路
の
整
備
の
た
め
に

百
六
十
九
円

教
育
や
科
学
の
振
興
の
た
め
に

百
十
一
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に

百
五
十
五
円

。。。
閣
僚
の
償
還
や
利
子
支
払
の
た
め

百
六
円

国
土
の
防
衛
の
た
め
に

五
十
四
円

そ
の
他
、
物
価
の
安
定
な
ど
の
た

め
に
百
六
十
八
円

。。

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
を
納
税
す
る
月
で
す
。
納
税
額
は

六
月
中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
の
関
に
納
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

予
定
納
税
額
は
、
前
年
分
の
所
得
税

額
の
三
分
の
一
に
当
る
金
額
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
六
月
三
十
自
現
在

の
状
況
で
本
年
分
の
所
得
や
所
得
控
除

な
ど
を
見
積
っ
て
計
算
し
た
税
額
が

次
の
よ
う
な
事
情
で
税
務
署
か
ら
通
知

さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り
下
回
る

場
合
は
よ
七
月
十
六
日
ま
で
に
税
務
署

へ
予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
手
続
が
で

き
ま
す
。

味
原
重
次
さ
ん
の
善
意

川
辺
小
施
設
整
備
資
金
に
と
百
万
円

味
原
重
次
さ
ん
ハ
五
九
〉
は
、
去
る

六
月
十
一
一
一
日
村
長
室
を
訪
れ
、
川
辺
小

学
校
の
施
設
整
備
資
金
と
し
て
、
百
万

円
を
寄
附
い
た
し
ま
し
た
。

味
原
さ
ん
は
大
正
八
年
、
矢
吹
町
に

生
れ
、
自
大
医
学
部
を
卒
業
後
、
川
辺

味
原
霊
窓
氏
〈
元
石
川
保
健
所
長
〉
の

養
子
と
な
り
、
昭
和
二
十
一
年
に
現
在

の
川
辺
和
尚
平
に
、
内
科
、
小
児
科
を

開
業
、
か
た
わ
ら
、
川
辺
小
校
医
、
人

権
ょ
う
護
委
員
、
国
保
運
営
委
員
、
公

立
山
石
類
病
院
組
合
議
員
、
郡
医
師
会
副

会
長
な
ど
の
要
職
を
つ
と
め
、
農
村
霞

療
に
真
け
ん
に
取
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た。
村
で
は
早
速
協
議
し
た
結
果
、
川
辺

小
学
校
施
設
整
備
資
金
と
し
て
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

民
の
善
意
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

益
々
健
康
で
今
後
の
御
活
躍
を
御
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

①
休
廃
業
や
転
失
業
な
ど
で
、
前
年
分

よ
り
所
得
が
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る

と
き
②
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や

盗
難
横
領
な
ど
で
財
産
に
損
害
を
受
け

た
と
き
③
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

た
め
、
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と

見
込
ま
れ
る
と
き
④
結
婚
や
出
生
で
扶

養
親
族
が
増
え
た
と
き
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

仙
台
国
税
局
・
須
賀
川
税
務
署

川
辺
に

「
走
る
会
」
誕

生

健
康
な
身
心
を
つ
く
り
、
体
力
を
増

進
し
老
化
現
象
を
防
ぎ
、
地
域
の
人
々

が
楽
し
く
間
切
る
い
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
こ
の
ほ
ど
坂
本
区
長
さ
ん
等
が

発
起
人
と
な
っ
て
、
川
辺
「
走
る
会
」

を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

名
誉
会
長
に
味
原
重
次
さ
ん
、
会
長

に
坂
本
菊
雄
さ
ん
を
選
び
、
四
十
五
名

の
会
員
が
、
毎
日
必
ら
ず
走
ろ
う
の
合

言
葉
に
、
毎
朝
早
く
四
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
患
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
走
っ
て
居

る。
会
員
の
中
に
は
、
円
谷
一
信
男
さ
ん

高
橋
兼
之
さ
ん
、
鈴
木
嘉
直
さ
ん
夫
婦

を
は
じ
め
、
七
十
二
才
の
須
藤
忠
治
右

エ
門
さ
ん
が
参
加
し
て
元
気
に
走
っ
て

い
ま
す
。

秋
に
は
全
会
員
参
加
に
よ
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
も
計
画
し
て
居
り
、
今
か
ら
楽

し
み
に
張
切
っ
て
居
る
c

ま
た
、
坂
本
会
長
さ
ん
は
走
る
こ
と

は
健
康
の
秘
決
だ
と
思
う
の
で
、
一
人

事伊

走
る
会
員
た
ち

で
も
多
い
加
入
を
望
ん
で
居
り
、
地
域

ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い

と
語
っ
て
居
る
。
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簡
保
資
金
融
資
で
建
設
さ
れ
た

い
づ
み
幼
稚
園

小
針
も

瀬
谷
選
手
入
賞

六
月
三
自
、
会
津
若
松
市
営
陸
上
競

技
場
芝
、
福
島
県
と
県
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
共
催
に
て
関
か
れ
ま
し
た
第
十

七
回
福
島
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
へ

石
川
郡
代
表
と
し
て
我
が
玉
川
村
か
ら

川
辺
の
小
針
善
次
郎
選
手
と
南
須
釜
の

瀬
谷
安
徳
選
手
が
意
気
高
ら
か
に
参
加

さ
れ
、
県
下
回

O
O名
の
選
手
中
、
小

針
選
手
.は
や
り
投
げ
競
技
で
金
、
走
巾

挑
競
技
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
叉

南
須
釜
の
瀬
谷
選
手
は
百
米
競
走
と
巾

跳
競
技
で
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
、
県
下
へ
玉
川
村
に
選
手
あ
り
と
意

気
壮
健
な
る
と
こ
ろ
を
み
せ
ま
し
た
。

涼
感
を
呼
ぶ
美
し
い

『
暑
中
見
舞
は
が
き
』

思
い
が
け
な
6
い
知
人
や
友
達
か
ら

四
季
お
り
お
り
の
た
よ
り
を
受
け
と
る

こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

発
売
中

大
盛
況
@
さ
っ
き
盆
栽
展

場

恒
例
の
行
事
と
な
っ
た
什
さ
っ
き
・

盆
栽
展
が
玉
川
村
盆
栽
会
と
村
公
民
館

共
催
で
去
る
六
月
九
・
十
・
十
f

一
日
の

三
日
間
玉
川
村
体
育
館
で
開
か
れ

1

こ

れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
参
観
λ
が
訪
れ

賑
わ
い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
さ
っ
き
や
盆
栽
は
長
年

丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
た
、
名
木
、
名

花
で
広
い
体
育
館
に
溢
れ
る
ば
か
り
の

三
百
点
が
出
品
さ
れ
参
観
人
が
熱
心
に

見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

数
多
い
作
品
の
中
か
ら
盆
栽
会
役
員

A 
~ 展きつ大』島弘

に
よ
る
投
票
の
結
果
次
の
方
々
の
作
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。

村

長

賞

伏

田

章

(
竜
崎
〉

公
民
館
長
賞
有
賀
重
夫
〈
吉
〉

盆
栽
会
長
賞
小
林
宏
一
(
竜
崎
〉

奨

励

賞

藁

谷

正
之
助
金
麻
生
)

刀

根

本

武

男

(

竜

崎

〉

小
林
宏
一

(

H

リ〉

柳

溶

石

晴

(

H

リ

)

野
崎
幸
男
ハ
川
辺
〉

'双
里
正
義
〈

η
〉

磁
自

藤

一

(

H

リ

)

1/ " " 1/ 1/ 

今
年
の
夏
も
、
涼
し
い
話
題
や
近
況

を
一
筆
つ
け
加
え
た
暑
中
見
舞
を
差
し

出
し
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

図
案
は
『
に
じ
』
と
『
も
も
』
の
二

種
類
で
オ
フ
セ
ッ
ト
四
色
刷
の
見
る
か

ら
に
涼
し
い
ー絵
は
が
き
で
す
。

(
発
売
日
七
月
二
日
〉

川
辺
、
須
釜
郵
便
局
)

プ

月

住
民
課
衛
生
関
係
事
業
予
定

19 17 
日目

妊
婦
検
診
母
子
セ
ジ
タ
!

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

第
一
回
、
須
釜
公
民
館

午
後
1
時
初
分

1
2時

ω分

第
一
回
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時

ω分
J

2
時
初
分

南
須
釜
地
区
栄
養
教
室

午
前
9
時

ω分
J
U
時

乳
幼
児
健
康
診
断
母
子
セ
ン

タ
ー
、
受
付
午
後
1
時
J

2
時

日
本
脳
炎
臨
時
予
防
接
種

第
二
回
須
釜
公
民
館

午
後
1
時
鉛
分
J

2
時
初
分

第
二
回
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
泊
分

1
2時
初
分

20 
日

26 
日

30 
日

31 
日

フ
月
公
民
館
関
係
行
事
予
定

14 1/ 

15 
民日村ダ高日地
の 民ン令木公
森青登ス者画 l迫
〉年山教教;教臨

野申室室ー:室時
外込 、目、 総

活締 会
動切
研
修
r'¥ 

1/ 12 10 2 
日日日

15 
日

県
民
ス
。
ホ
ル1
ツ
石
川
地
方
大
会

(
石
川
〉

口
日
県
公
連
創
立
ぬ
周
年
記
念
式
典

(
一
時
一
一
一
十
分
、
郡
中
央
公
民
館
)

初
日
広
報
原
稿
作
成

幻
自
婦
人
学
級

η

勤

労

青

年

の

百

η

社
教
定
例
研
修

H

補
助
金
交
付
申
請

お
日

5
お
山
の
決

M
日
t

一羽
本
国
教

初
日

一九
一
ダ
一「V
J

ス
教

n
l
m
m
日

4

村

民

会

ハ

前

六

時

三

出

発

鈎
日
お
山
の
大

出
日
月
末
統
計

お

め

た

緩や一級…一弥一初維週一漣一一議…薄暗滅的沢一一対一三一一一純一

喜一級紙一…
一…お
昼
夜
罷
ポ
襲
撃
一
一山一一m鉱
山
襲
撃
波

お
だ
し
た
ち
が
加
入
し
て
い
る
一
郵

使
局
の
「
簡
湯
保
険
」
は
万
一
の
場
合

は
保
険
金
と
じ
で
支
払
れ
ま
す
畑、が
ー、
そ

の
他
、

一積
立
金
は
地
方
一に
還
元
し
、
地

域
住
民
ゆ
福
祉
増
進
を
は
か
る
た
め

文
教
施
設
の
建
設
河
環
境
整
備
…な
ど

「
明
る
く
住
み
よ
い
村
ず
丈
り
に
」
大

き
い
民
役
割
を
果

JU
可
贋
堺
支
す
o
v

村
が
重
点
事
業
を
行
な
う
場
合
、
多

額
の
建
設
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
の
で

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
」
の
積
立
金
か
ら

起
債
し
て
融
資
を
う
け
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
融
資
は
、
み
な
さ
ん
よ
り

加
入
い
た
だ
い
て
居
る
、
郵
政
省
の
簡

易
生
命
保
険
積
立
金
を
正
し
く
、
管
理

す
る
た
め
、
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
等
が
実
施
す
る
事
業
に
融
資
す
る

も
の
で
、
こ
の
制
度
を
よ
く
認
識
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

地

区

出

生

児

氏

名

川

a

辺

鈴

木

智

紀

H

げ
一一一一三

熊

田

久
『子

竜

崎

曲

山

貴

彦

H
H

佐

藤

徳

雄

三
本
松
由
美

小

林

恵

関

根

良

朝

有

賀

武

士

" 
オヒ

吉須"

釜

お

や

み

く
ハ
五
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
)

地

区

死
亡
者
氏
名

北南岩
須 η 須法中
釜釜寺

小

針

清

助

佐
久
間
孫
七

大

木

古

利

阿
部
金
三
郎

鈴

木

ケ

サ

保
護
者
名

由

正

泰

治

弘

伸

定

雄

久

司

安

治
良

吉

重

久

年
メ入
μ 

主世
名帯

66 87 46 83 93 

英英

夫ーョ雄立

茂金




